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エンカウンターとは何か '09版

名城大 曽山 和彦

「エンカウンターって何？」、「構成的グループ・エンカウンターって、あのゲームみ
たいなやつだよね？」……等々の声を耳にすることがあります。
そうした疑問に答えるため、エンカウンターの基礎について以下にまとめます。

１ エンカウンターとは
・エンカウンターの辞書的な意味は、「出会い」です。
・心理、教育の世界で使われる「エンカウンター」は、「グループ・エンカウンター」を
略したものです。グループ・エンカウンターには、「ベーシック（非構成法）」と「構
成法」の２種類があります。現在、学校現場等で多くの実践が行われているのは、その
ほとんどが、後者の「構成法」、すなわち、「構成的グループ・エンカウンター」です。
・ベーシック、構成法のいずれにおいても、グループ・エンカウンターのねらいは、「ふ
れあいと自己発見の促進」にあります。究極的には「自己成長」をねらっています。

ふれあいと自己発見を通して、参加メンバーの行動変容を目的とする集中的グルー
プ体験

２ 構成的グループ・エンカウンター（ structured group encounter＝ＳＧＥ）とは
(1)日本におけるＳＧＥの出発点、および、発展の経緯
・1974～75年にかけてアメリカでＳＧＥを学んだ國分康孝が、帰国後、東京都八王子市に
ある大学セミナーハウスにおいて本格的にＳＧＥの実践を始めました。それゆえに、こ
の時期が日本におけるＳＧＥの出発点と考えられます。
・1980年、國分は「エンカウンター」を執筆しました。この著作に國分のＳＧＥ論が展開
されており、これを契機に、専門家の間においてもＳＧＥが一つの立場として認められ
たことになります。
・その後、ＳＧＥに関するリサーチ（調査・研究）は数多くなされ、その効果が検証され
ました。現在は全国の教育センター等の研修プログラムに組み込まれるようになってき
ています。
・1999年、ＮＰＯ日本教育カウンセラー協会が設立され、ＳＧＥがさらに全国に広がりを
みせてきています。

＊リサーチの詳細に興味のある方は、「構成的グループ・エンカウンターの原理と進め方」
（國分康孝・片野智治著、誠信書房、2001）、P229-260を参照してください。

(2)ＳＧＥの「構成」の意味

・「構成する」とは、条件設定（場面設定）をするという意味です。「枠を与える」とい

う意味でも用います。

　１　エクササイズ
　２　グループサイズ
　３　時間
　４　ルール

構成とは？
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(3)ＳＧＥの３本柱

インストラクション → エクササイズ → シェアリング

（導入） （課題） （分かち合い）

＜上手なインストラクションとは？＞

・リーダーがエクササイズの一つ一つのねらいや内容や条件、留意点を丁寧に説明するこ

とをインストラクションと言います。

・上手なインストラクションのポイントは、「メンバーの身になっているかどうか」です。

歯切れがよいこと、説明内容に関する質問を受けること、メンバーの様子に合う間の取

り方ができること、説明量が適度であることなどが、「メンバーの身になっている」と

いうことになります。

つまり、「簡にして要を得ている」インストラクションを！！

なぜ，構成するの？
１　メンバーが緊張から解放され，自由になるため。自由になれ
ば，ホンネの自己表現・自己主張がしやすくなる。

２　メンバーの抵抗（心理的な防衛機制）を予防し，心的外傷から守
るため。

３　メンバー相互のふれあいを効率的かつ効果的に促進するため。

１　守秘義務を遂行する

２　非難したり，批判したり，評価したりしない

３　発言を強要しない

４　エクササイズを強要しない

ルールとは？

歯切れのよいインストラクションとは？

１　主語と述語が明確　　２　ワンセンテンスが短い
３　平易な表現で学問的な背景がある

４　身近な例が紹介される　５　結論から先に述べる　等
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＜インストラクションの工夫とは？＞

①説明量～簡潔なほどよい。

②ねらいの説得力～必要感、理論的な背景から。

③抵抗の予防～デモンストレーションの実施、パスの自由、パスしたメンバーのケア等。

④しっとりしみじみ聞かせる工夫～口調、間の取り方。

＜エクササイズとは？＞

・心理学的な体験学習の「課題」のことです。ホンネとホンネの交流を促す「触媒」、「誘

発剤」とも言えます。

・ホンネとホンネの交流を促すエクササイズは、６つのねらいを持っています。それらの

ねらいが達成されることで、ホンネとホンネの交流が促されることになります。

・「エクササイズを介して自己開示する」、「自己開示を介してリレーションをつくる」と

いう二つのプロセスは同時に進行します。

＜６つのねらいと主なエクササイズ例＞

①自己理解、他者理解～「二者択一」、「質問ジャンケン」､｢アドジャン」等

②自己受容、他者受容～｢いいとこ四面鏡」、「気になる自画像」等

③自己表現・主張～「私のお願い聞いて」、「上手な断り方」等

④感受性促進～「伝われ私のありがとう」

⑤信頼体験～「トラストウォーク」、「トラストフォール」、各種ショートエクササイズ等

⑥役割遂行～＊様々なエクササイズの中で役割を交代しながら行う

＜シェアリングとは？＞

・エクササイズに取り組んでみて、「感じたことや気づいたこと」を共有するという意味

です。

・ＳＧＥは究極的には行動の変容をねらっており、エクササイズとシェアリングが「セッ

トメニュー」になって、目的に迫ります。ＳＧＥは行動の実験室であるので、エクササ

イズで体験学習したものをシェアリングによって知的洞察することで、体験の整理がで

きて定着が促進されると考えます。

３ エンカウンターＱ＆Ａ；「よく聞かれる質問・疑問」

(1)エクササイズはゲームと違うのか

・ゲームも、メンバー間のリレーションづくりに大きな効果があるため、エンカウンター

のエクササイズと識別が難しいといわれます。それゆえ、「ゲームとエクササイズは全

く違う」と断定しない方がいいですが、以下の点で両者には違いがあります。

① ゲームは楽しくなければゲームといわない。エクササイズは、リレーショ
ンづくりとしては楽しむことをねらうものを設定するが、自己発見、他者発
見等をねらう場合、必ずしも楽しいものばかりではない（言いづらい、恥ず
かしい、気まずいといった苦しさを乗り越える勇気が必要のものもある）。
② ゲームに気づきは必要ない。エクササイズは、「気づき」を重視する。「楽
しかった」だけでは終わりにせず、気づきを重視するため、エクササイズの
後のシェアリングを行う。

【ポイント】エンカウンターのエクササイズには、ゲームを越えるものがある。
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(2)リレーションはラポートと違うのか
・教育現場では、ラポート（信頼関係）という言葉の方がなじんでいます。エンカウンタ
ーでいうリレーションとは、ラポートが一歩進んだ状態という意味があります。ラポー
トは相手との間にプラスとプラスの感情交流をもっている状態であり、リレーションは
さらにマイナスの感情交流も含まれる感情交流の状態です。前者は交際を始めたばかり
の男女の関係、後者は夫婦の関係というイメージです。

【ポイント】リレーションとは、ラポートが一歩進んだ状態のことである。

(3)シェアリングはやらないといけないのか
・シェアリングをすることの意味は、体験を通した自己の気づきを確認したり、メンバー
の発言から新たな気づきを得たりすることにあります。そこに、ゲームとの大きな違い
もあります。「あー、楽しかった」だけで終わりにするのでは、エクササイズを単に体
験したに過ぎず、もったいないことになります。「今、楽しかったのはなぜ？」という
ことを意識化させていくことにより、体験は、「経験」として積み重なっていきます。
そして、積み重なった経験は、次に何か新しいことに出会ったときに生かしていける「知
恵」となります。

【ポイント】エクササイズの体験を、体験だけで終わらせないために、シェアリングの意味がある。

(4)どうすればうまくシェアリングを設定できるのか

・メンバー間で気づいたことを話し合うということに抵抗をもつ場合があります。限られ

た時間に設定することの難しさもあります。以下は、いくつかの設定上のポイントです。

・グループ人数を工夫する（２人組だと話しやすい、４人組だと話しやすいとか）
・シェアリングのポイントを板書しておく（例；「目をつぶり、相手に身体を任せてど
んな感じがしましたか？」、「安心できた人は、なぜ、安心できたのかを話してくだ
さい」など）
・スケールを付けたワークシートを使う。一言欄も付けて、それを記入後に発表しあう
（例；「とても楽しかった」から「全然、楽しくなかった」までの５段階程度のスケ
ールを用意し、○を付ける）。

【ポイント】シェアリングの設定には様々な工夫ができる。仮に話をしない子どもがいても、シェア

リングの時間、場を設定すること自体に意味がある。沈黙の中にもその子なりの振り返りはある

し、メンバーの気づきを聴くだけでも意味がある。

(5)エンカウンターは誰でもできるのか

・エンカウンターは、心理療法ではなく教育技法なので、エクササイズ集を参考にすれば

誰にでもできます。しかし、「マニュアルどおりにやってもうまくいかなかった」、「集

団の人間関係が前より悪くなった」という声も、時々聞かれます。誰でもできるエンカ

ウンターですが、次の点には留意が必要です。

①自分自身がまず体験しておくこと。
・各種の研修会に参加したり、職場内で事前にメンバー同士、体験したりすることが必
要である。自分自身が一度でも体験しておくと、エクサイズを子どもたちに実施する
際に、配慮すべき点が見え、アレンジしやすくなる。

＊ 自分が体験して「楽しめない」ようであれば、子どもたちにはやらない方がいい。
自分が楽しめないものは、子どもたちには伝えにくい。「感情の教育」といわれるエ
ンカウンターに自分自身抵抗があるなら、「行動の教育」といわれるスキルトレーニ
ングなどの教育技法もある。 →参考「ソーシャル・スキル教育で子どもが変わる」
（國分康孝監修、図書文化）
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②リレーションづくりのためのショートエクササイズから入ること
・ゲーム的に楽しめるエクササイズで、しかも１０～１５分程度でできるショートエク
ササイズを行うことから始めたい。「楽しい体験」、「心地よい体験」を繰り返す中で、
子どもたちの中にリレーションが生まれ、「こういう活動ならもっとやりたい」とい
う意欲が高まってきたら、徐々に、自己発見を促すようなエクササイズも取り入れて
いくようにするとよい。 → 参考「エンカウンターで学級が変わる」、「ショート
エクササイズ集」（國分康孝監修、図書文化）

【ポイント】手軽に取り組めるエンカウンターだが、事前の入念な準備は必要である。マニュアル

をそのまま使えばうまくいかないこともあり、集団の状態に合わせたアレンジは欠かせない。

→参考「グループ体験によるタイプ別学級育成プログラム」（河村茂雄編著、図書文化）

４ まとめ；エンカウンターの理解を深めるために

(1)キー概念の構造

出会い、ﾎﾝﾈとﾎﾝﾈのふれあい

井戸端会議

構成的 グループ エンカウンター

インストラクション エクササイズ シェアリング ３本柱

自他理解

自他受容

信頼体験

自己主張

感受性促進

役割遂行

リレーション促進

自己発見促進

人間としての自己成長
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(2)自己発見とは何か；「ジョハリの窓」による説明

・「ジョハリの窓」とは、自己並びに他者から見た自己の領域を表す概念です。ジョセフ

・ルフトとハリー・インガムが提唱したことから二人の名前をとってこの名称がありま

す。

自分が知ってい 自分が知らない
る自分 自分

他者が知っ Ａ 自他にオー Ｂ 人に指摘さ
ている自分 プンな領域 れるまでは気づ

かない自己盲点
の領域

他者が知ら Ｃ 人に隠して Ｄ 自分にも人
ない自分 いる秘密の領域 にもわからない

無意識界

＜小なるＡ＞ Ａ B

Ｃ Ｄ

↓

＜大なるＡ＞
Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

＊ Ｂの領域をＡに組み込むにはフィードバックで相手に気づかせること

Ｃの領域をＡに組み込むには自己開示して相手に自分を知ってもらうこと。
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